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ページなど 誤 正 備　考 摘　要

P210
9.5.2(2)5)ⅲ)解
説

なお，支持層が砂地盤又は砂れき地盤でN 値よりせ
ん断抵抗角を推定する場合の方法については，参考
資料2に示している。

なお，支持層が砂地盤又は砂れき地盤でN 値よりせ
ん断抵抗角を推定する場合の方法については，参考
資料1に示している。

「参考資料2」→「参
考資料1」

P241
10.5.2(2)2)解
説 ① 著しい地盤沈下が現在進行中生じないこと及び将

来とも予想されないこと
① 著しい地盤沈下が生じないこと及び将来とも予想さ
れないこと

「現在進行中生じな
いこと」→「生じない
こと」

P321
11.2(3)
表―解
11.2.1(b)

「フーチング底面位
置の回転角」→「基
礎天端の回転角」

基礎の塑性率及び基礎天端の回

転角*2



P383
12.2(3)
表―解
12.2.1(b)

「フーチング底面位
置の回転角」→「基
礎天端の回転角」

P417
13.2(3)
表―解
13.2.1(b)

「フーチング底面位
置の回転角」→「基
礎天端の回転角」

P536
参考資料1
式(参1.1)

「23」→「21」

P536
参考資料1

式（参1.1）は，図-参1.1に示すように，原地盤よりサン
プリングした試料から求めた三軸圧縮試験結果と原
位置で計測したN値から算出したN 1との相関関係に

基づいて設定したものである。

式（参1.1）は，図-参1.1に示すように，原地盤よりサン
プリングした試料から求めた三軸圧縮試験結果と原
位置で計測したN値から算出したN 1との相関関係に

基づいて、その統計的なばらつきを考慮して設定した
ものである。

「、その統計的なば
らつきを考慮して」
を追記

基礎の塑性率及び基礎天端の回転角*2

基礎の塑性率及び基礎天端の回転角*2

23log8.4 1  N 21log8.4 1  N



P536-537
参考資料1

なお，砂のせん断抵抗角に関する従来の参考資料

では，とN 1の相関関係に対し，一定の安全余裕を考

慮して平均値よりも小さめのが得られるように設定さ
れた式を示していた。一方，今回の改定では，設計計
算において平均的な挙動が得られるような値を地盤
定数の特性値とすることが4.2で規定されたことに伴
い，の平均値を与える式として，式(参1.1) を示して
いる。

（削除）

P537
参考資料1
図-参1.1

図中の曲線、直線
の修正
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